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2020 年 6月 25日 

Press Release 

アカマイ・テクノロジーズ合同会社 

 

 

「ニューノーマル」時代、デジタルエンゲージメントのあるべき姿、アカマイの挑戦 

Akamai Edge Live | Japan Virtual Summit 開催のご案内 

https://www.akamai.com/jp/ja/campaign/edge-live-japan.jsp 

2020 年 7月 8日(水)14:00～16:40 

 

インテリジェントなエッジプラットフォームで安全なデジタル体験を提供するアカマイ・テクノロジーズ合同会

社（本社：東京都中央区、職務執行者社長：山野修、以下「アカマイ」） は、2020年 7月 8

日（水）にオンラインイベント「Akamai Edge Live | Japan Virtual Summit」を開催いたします。 

企業は世界的に変化や混乱の時代に直面しています。社員のテレワークの体制や顧客のデジタル体

験(CX)を改善するために、次はどのようなステップを踏み出すことが必要になるのでしょうか。 

本デジタルイベントでは、ニューノーマルと言われる時代におけるビジネスの継続性や、最新のデータから

わかる効果的なセキュリティ対策について、ご説明いたします。キーノートでは、CEO兼創業者の Dr. 

Tom Leighton をはじめ、勢いのあるセキュリティ事業をけん引する John Summers、Dr. Robert 

Blumofe が講演いたします。 

アジリティとセキュリティの構築を長期的戦略に取り入れ、安全なビジネス成長を実現するためのご参考

になれば幸いです。 

 

【開催概要】 

・開催日時：2020年 7月 8日（水）14:00～16:40 

・実施方法：Webinar による開催 

・主 催: アカマイ・テクノロジーズ合同会社 

・お申込み：https://www.akamai.com/jp/ja/campaign/edge-live-japan.jsp 

https://www.akamai.com/jp/ja/campaign/edge-live-japan.jsp
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【見どころ】 

・ アカマイを代表するリーダー3名のキーノートスピーカーがアメリカより講演 

「これからのセキュアなデジタルエンゲージメント」 

Dr. Tom Leighton, CEO 兼 創設者 

John Summers, Senior Vice President & General Manager of Web Security 

Dr. Robert Blumofe, Executive Vice President, Platform & General Manager 

世界的な感染爆発によって、個人や企業が「ニューノーマル」を受け入れるようになる一方で、

セキュリティの新たなリスクが顕在化しています。このセッションでは、これまでにアカマイが経験し

てきた変化の例と、それがデジタルエンゲージメントの将来に向けて何を示唆するかについて語

ります。 

 

・ ニューノーマル時代、成功のカギはゼロトラストにあり 

「恒久化するテレワーク時代に向けて ～数万人のテレワークを実現したゼロトラスト型アクセス」 

働き方は大きく変わりました。テレワーク急増は一過性の事象ではなく、今後の恒久的なスタ

ンダードとして整備が求められています。ゼロトラスト型アクセスの実際の事例をご紹介しながら、

ポイントを解説いたします。 

 

・ 最新のサイバー攻撃に備えるセキュリティ対策～プライバシー規制から Web スキミングまで 

社会が激動する中でも、攻撃の手法は日々進化を続けています。本イベントでは、セキュリテ

ィセッションを 2 つご用意しています。 

「データから見る攻撃の変容 ～標的になる API、プライバシー規制の動向」 

巧妙さを増した攻撃が、これまでのウェブアプリケーションだけではなく、スマホアプリや B2B 取引

が利用する API を襲いかかっている現状を最新データに基づき解説するとともに、6 月に改正

された日本の個人情報保護法をはじめ、各国で進むプライバシー規制の動向についても解説

します。 

「Web スキミングの最新手口と、PIM による最先端のブラウザ内悪性スクリプト検知技術」 

WAF など従来の防御手法では守ることが難しい、JavaScript を用いた巧妙なWeb スキミ

ング（フォームジャッキング）によって、クレジットカード情報やその他の個人情報が次々と窃盗

されています。この被害を食い止めるために、アカマイが新たに開発した製品、Page 

Integrity Manager によるWeb スキミング攻撃検知の仕組みを、デモを交えて解説します。 

 

・ インターネットトラフィック急増で再考すべきデジタルエクスペリエンスの改善 

「行動変容に伴うアクセス集中からデジタルエクスペリエンスの悪化を防げるか？」 

今こそ再考が求められている、デジタルエクスペリエンスを悪化させないために打てる手段につい

て、モニタリング、コンテンツ、アクセス最適化の観点から解説します。 

 

プロフィール、講演内容など詳しくはイベントサイトをご覧ください。 

https://www.akamai.com/jp/ja/campaign/edge-live-japan.jsp 

 

https://www.akamai.com/jp/ja/campaign/edge-live-japan.jsp
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【アジェンダ】  

時間 テーマ 
14:00-14:05 【開会のご挨拶】 

「ニューノーマル」時代へのアカマイの挑戦 

山野 修, 職務執行者社長 

14:05-14:35 【キーノートセッション】 

これからのデジタルエンゲージメントの姿 (The Future of Digital Engagement is Here) 

Tom Leighton, CEO and Co-Founder, Akamai 
John Summers, Senior Vice President & General Manager of Web Security, Akamai 
Bobby Blumofe, Executive Vice President, Platform & General Manager, Enterprise Division, Akamai 

14:40-15:05 恒久化するテレワーク時代に向けて ～数万人のテレワークを実現したゼロトラスト型アクセス～ 

金子 春信, エンタープライズセキュリティ シニアプロダクトマーケティングマネージャー 

15:05-15:30 行動変容に伴うアクセス集中からデジタルエクスペリエンスの悪化を防げるか？ 

金児 仁史, ソリューション・エンジニア 

15:30-15:35 Q&A 

15:40-16:05 データから見る攻撃の変容 ～標的になる API、プライバシー規制の動向 

中西 一博, プロダクトマーケティングマネージャー 

16:05-16:30 Web スキミングの最新手口と、PIM による最先端のブラウザ内悪性スクリプト検知技術 

ハレンドラ バンダリ, プロダクトマネージャー 

16::30-16:35 Q&A 

16:35-16:40 【閉会のご挨拶】 

山野 修, 職務執行者社長 

※アジェンダは予告なく変更される可能性があります。事前にご了承ください。 

 

アカマイ について： 

アカマイは世界中の企業に安全で快適なデジタル体験を提供しています。アカマイのインテリジェントな

エッジプラットフォームは、企業のデータセンターからクラウドプロバイダーのデータセンターまで広範に網羅

し、企業とそのビジネスを高速、スマート、そしてセキュアなものにします。マルチクラウドアーキテクチャの

力を拡大させる、俊敏性に優れたソリューションを活用して競争優位を確立するため、世界中のトップ

ブランドがアカマイを利用しています。アカマイは、意思決定、アプリケーション、体験を、ユーザーの最も

近くで提供すると同時に、攻撃や脅威は遠ざけます。また、エッジセキュリティ、ウェブ／モバイルパフォー

マンス、エンタープライズアクセス、ビデオデリバリーによって構成されるアカマイのソリューションポートフォリオ

は、比類のないカスタマーサービスと分析、365日/24 時間体制のモニタリングによって支えられていま

す。世界中のトップブランドがアカマイを信頼する理由について、<www.akamai.com/jp/ja/>、

<blogs.akamai.com/jp/>および Twitter の@Akamai_jp でご紹介しています。全事業所の

連絡先情報は、<www.akamai.com/locations>をご覧ください。 

 

 

https://www.akamai.com/jp/ja/
https://blogs.akamai.com/jp/
https://twitter.com/akamai_jp
http://www.akamai.com/locations
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※アカマイとアカマイ・ロゴは、アカマイ・テクノロジーズ・インクの商標または登録商標です 

※その他、記載されている会社名ならびに製品名は、各社の商標または登録商標です 


